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出張報告書 
出張者：林 尭親（教育学研究科・D2） 
出張先：オーストラリア・ブリスベン 
目的：IAIR‑IACCP 2025 国際会議への参加・研究発表 
期間：2025 年 6 月 27 日 ～ 6 月 30 日（学会参加日は 28 ～ 29 日） 

 

1. 出張概要 

開催日初日の2025年6 月 28 日にポスター発表を行い，同日および翌日の６月29 日は口頭・ポス
ターセッションの聴講ならびに研究者とのネットワーキングを実施した。本学会は文化心理学・異文

化間心理学の分野で世界最大級であり，最新研究動向を把握するとともに，自身の研究に対する国

際的フィードバックを得る好機であった。以下に，自身の発表内容および聴講およびネットワーキン

グの２点について報告する。 

2. 発表内容 

　発表題目は「The Relationship Between Religious Beliefs and Dialectical Thinking In Japan」で
あった。本研究は，日本人 171 名（プロテスタント 42 名，神道 45 名，曹洞宗 43 名，無宗教 41 名）
を対象とし，Dialectical Self Scale（DSS）等を用いて宗教的所属と弁証法的自己観の関連を検討し
た。主要結果として，日本のプロテスタントは他宗教・無宗教群に比べ認知的・行動的柔軟性が低い

ことが示された。さらに DSS の 3 因子を用いた Latent Profile Analysis により，高弁証法群と低・中
弁証法群の２クラスが抽出され，宗教的所属と自己観の関連性を支持した。 

　本研究は，文化心理学における知見である「東アジアにおける弁証法的思考及び自己観の優勢は

，儒教や仏教などの東アジアの宗教的に由来する」という理論的な示唆を実証した点で新規であり，

発表コメントにおいても日本やアジアの独自性などが強調される良い結果であるというコメントや，多

文化での調査をすることの意義，実験による因果関係の検討などをするとよいなどのアドバイスを頂

いた。 

3. 聴講及びネットワーキングで得られた知見・成果 
 

- 自己多様性と文化：複数の口頭発表が、文化的自己観の発達と社会変動の関係を報告して

おり、自身の研究の理論枠組みと整合していた。特に，オーストラリアにおけるアボリジナ

ル・ピープルを対象に調査した研究で得られた知見（e.g., ウェルビーイングは自己の幸福だ
けでなく，親しい他者や家族，さらに自然や環境などとの調和なども重要である）は，既存の

欧米データを本にした研究に深い洞察をもたらすもので，日本や東アジアでの知見の有用性

も示すようなものであった。本学会で得たコメントを基に論文のイントロダクションと考察を再

講師、2025 年７月末までに国際誌へ投稿を目指している。 



 

- 統計学の最新知見：測定不変性は文化間で同じ概念を測定するために必要な前提だとされ

てきたが，そもそも測定不変性による統制が個人差のバイアスを減らせているのか，調査や

実験で見たい文化差まで削減してしまっているのかについてはあまり注目されてこなかっ

た。このような問題に対し，測定不変性に関する制約をある程度緩め数学的な処理を施した

うえで，理論的に関連のある項目との相関などを見る新しい方法が参考になった。 
 

- 社会調査データの活用：文化心理学ではWorld Value Surveyなどの社会調査データの分析
が多く進められているが，私はこれまで認知心理学を主に専攻してきたためこのような方法

論には明るくなかった。しかし，本学会ではWVSだけでなくISSPなどの他の社会調査を含め
た２次データ分析による研究発表が多かった。これをうけて，現在すでに取り掛かっている

WVSデータを用いた宗教性の国際比較に関する研究をスタートさせるきっかけになった。 

 

4. 総括 

本学会参加により、自身の研究を国際的文脈で位置づける知見を得ると同時に、測定不変

性や LPA の多文化応用に関する最先端情報を収集できた。特に宗教的世界観が自己の柔
軟性に与える影響について、文化横断的に検討する必要性を再確認した。今後は得られた

ネットワークと知見を最大限活用し、本学ならびに日本文化心理学研究の国際的プレゼンス

向上に寄与する所存である。 
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